
 
 

   

 

平成２６年１２月２２日 

国 土 交 通 省 

国土技術政策総合研究所 

 

公共事業を地域の魅力向上につなげる手引き を発行しました 

～「まちづくり効果」を高める公共事業の進め方（案）～ 
 

 公共事業は、美しい施設や空間の創出にとどまらず、地域社会に様々な効果を与えます。

しかし、地域社会に与える効果については、現場技術者が活用できる情報が整備されてい

ませんでした。そのため国総研では、どうすれば公共事業が地域の魅力向上につながる効

果（まちづくり効果）を出せるのかを示した手引きを発行しました。 

 本書が活用されることで、現場担当者等の意識や技術の向上が進み、地域の魅力向上に

つながる公共事業が促進されます。 

1. 国土交通省直轄の公共事業については、平成 19 年度より景観評価システムに基づく検

討を行うことが制度化され、各事業分野ごとに景観形成に係わるガイドラインも策定

されており、景観配慮の実績が積み重ねられています。 

2. しかしながら、これまでの取組みの多くは、個別事業としての区域や制度といった制

約の中で景観向上を図るアウトプットが目的となっており、良好な景観を効果的に活

用し地域の魅力向上につなげるアウトカムを意識した取組みが不足していました。 

3. そこで国総研では、事業によって生み出される空間のエンドユーザーの視点に着目し、

事業の各段階における景観配慮が地域社会にどのような効果を与えるのかを分析し、

どうすれば効果が生まれるのかを明らかにしました。本書は、その成果をもとに、ま

ちづくり効果の類型化を行うとともに、効果発現に寄与する取組みポイントをまとめ

たものです。 

4. 本書が活用されることで、公共事業の現場担当者等の意識や技術の向上が進み、地域

の魅力向上につながる公共事業が促進されます。 

なお、本資料は、どなたでも国総研のホームページからダウンロードできます。 

（ダウンロード先ＵＲＬ） http://www.nilim.go.jp/lab/ddg/index.htm 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

 国土交通省 国土技術政策総合研究所 防災・メンテナンス基盤研究センター 

 緑化生態研究室 （担当：栗原、曽根） 

 電話：029-864-2742 

資料配付の場所 
１．国土交通記者会 
２．国土交通省建設専門紙記者会 
３．国土交通省交通運輸記者会 
４．筑波研究学園都市記者会 
（平成 26 年 12 月 22 日同時配布） 



 

 
 

「まちづくり効果」を高める公共事業の進め方（案）の概要 
 

≪公共事業が地域の魅力向上につながった 20 の具体事例≫ 

事例名 所在地 概要 

定禅寺通 
宮城県 

仙台市 

戦災復興で創出された街路空間が市民の文化芸術活動の場に利

用され、市のイメージ向上、地域ブランドの確立等に波及。 

子吉川 

（癒しの川整備） 

秋田県 

由利本荘市 

計画段階から実際の使い手を考慮し地域住民、近接する医療機

関等と連携した河川整備を行い、様々な活動が継続的に展開。

横手川 

（ふるさとの川整備） 

秋田県 

横手市 

山、城、寺、河岸樹木など地域の景観資源との調和を優先した

整備により、地域にも愛される魅力的な河川景観を創出。 

奥州街道・羽州街道追分 
福島県 

桑折町 

地域住民が主体となった調査結果をもとに、歴史的な追分が復

元整備され、地域づくりの象徴として親しまれる空間に。 

和泉川 

（ふるさとの川整備） 

神奈川県 

横浜市 

沿川樹林地も一体にとらえた環境整備により、地域本来の景観

が顕在化し、かつて行われていた子供たちの川遊びも復活。 

馬堀海岸うみかぜの路 
神奈川県 

横須賀市 

海岸と道路の一体整備により、多くの市民が利用する快適な空

間が創出され、国・市・住民でのボランティア協定も締結。 

富岩運河環水公園 
富山県 

富山市 

埋立て計画のあった運河の再生・活用を計画に位置づけ、複数

事業を統一的に実施したことで、新たな都市拠点を創出。 

鳥羽カモメの散歩道 
三重県 

鳥羽市 

港湾区域の護岸整備において、市民と県との協働により駅と観

光資源を結ぶ快適な海辺の遊歩道を創出し、観光振興にも寄与。

夢京橋キャッスルロード 
滋賀県 

彦根市 

道路と沿道の建築物が一体となった整備により、観光客の流れ

が大きく変化し、年間 30 万人以上が訪れる観光地に。 

赤穂お城通り 
兵庫県 

赤穂市 

街路整備を契機に、住民が勉強会を発足、市が沿道を景観形成

地区に指定、県が周囲の植栽を配慮する等、まちづくりが進展。

太田川元町護岸 
広島県 

広島市 

沿川市街地を含めたトータルな視点でのデザインにより親水性

の高い河川護岸を整備。住民有志、企業によるアドプトも発足。

津和野本町・祇園丁通り 
島根県 

津和野町 

連続性に配慮した街路舗装を行ったことで、観光客の流れが拡

大。自動車交通量も低下し、地区の交通安全性も向上。 

津和野川 

（ふるさとの川整備） 

島根県 

津和野町 

川沿いの庭園との一体化など、川とまちを結びつけるデザイン

により、衰退していた夏祭りの復活といった住民活動にも波及。

山口パークロード 
山口県 

山口市 

沿道の文教施設（図書館、美術館）や公園と一体となったパー

クロードが市のシンボル軸になり、外部からも高い評価。 

新町川 

（ボードウォーク等整備）

徳島県 

徳島市 

商店街、専門家、県、市の連携で実現した河川空間へのボード

ウォーク等整備により、河川景観が向上し、地域商業も活性化。

遠賀川直方の水辺 
福岡県 

直方市 

大スケールの粘土模型を活用した分かりやすいデザイン検討が

日常的に利用される河川空間に。地域の回遊性の向上にも寄与。

油津堀川運河 
宮崎県 

日南市 

地域のトータルデザインにより運河周辺が憩いの場に再生。公

共事業での活用を契機に地場産飫肥杉のブランド化が始動。 

鹿児島市電軌道敷緑化 
鹿児島県 

鹿児島市 

軌道敷の緑化により市のＰＲにつながる景観創出に加え、ヒー

トアイランド対策にも寄与。開発された技術が他地域にも波及。

首里城公園 
沖縄県 

那覇市 

地場材、伝統技術の活用が民間にも波及し、定期的な修復工事

とともに、伝統技術の継承、地場産業の活性化に貢献。 

壺屋やちむん通り 
沖縄県 

那覇市 

沖縄らしい石畳道路への整備に伴い、住民の愛着も増し、マス

メディアにも度々取り上げられる新たな観光ルートの 1つに。

（参考資料）



 
 
 
 

≪公共事業の進め方（事業段階）に着目し、12 項目の取り組みポイントを整理しました≫ 

 
 

≪期待される「まちづくり効果」について、写真等を中心に分かりやすく解説しました≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

≪取組みのポイントについて、具体的な手法や適用事例をもとに解説しました≫ 

 
 

≪分析対象とした 20事例は、各地での取組みの参考となるよう個別にも紹介しています≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従前の河川区域（県管理）

養老館敷地（町所有）

まちなかの景観整備へとつながる

衰退していた夏祭りが整備後に復活

川の整備に触発されるように
修景された川沿いの建築物

津和野の新しい観光スポット
になった水辺テラス


